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本誌の前身誌である「理学療法と作業

療法」刊行以来，50 年目を迎えた新年号

の特集として「精神障害領域の作業療法

の展望」が取り上げられたことは偶然と

はいえ，とても貴重なことに思える．欧米

では施設収容から地域で，そして在宅で

のケアが重視され，着実に実践が拡大さ

れてきたが，わが国ではどうであろうか．

1937 年（昭和 12 年）の米国医師会の

OT の職場に関する調査によると，当時

の登録された全 OT のうち，約 80％が

精神科病院で働いていたという．医療に

おいてリハがクローズアップされる以前

のことである．

やがてリハが米国で確立される時期に

は，作業（職業）にかかわる唯一の医療

関連専門職となり，医師と関連職種の分

化が促進されるとともに，OT の身体障

害領域でのかかわりが急拡大した．病院

を中心とした医療から，地域で在宅での

医療が推進されはじめたころ，わが国の

医療でリハが導入さ

れた．今や世界でも

類をみないほど医療

リハは急成長，普及

した．しかし，外形

基準を整えること

で，人材が育つこと

を期待するわが国の

行動様式から，地域

でのサービスの意義が認識されても，箱

物とは異なり，地域ごとの背景に即した

自発的な展開は抑制されてきたように感

じる．

OTは，作業が治療法（curative）として

語られたとき，それは医学的あるいは精

神科的症状に対してというよりは，人間

の状態に関連するものが想定され，リハ

の理念と共に成長してきた専門職である．

今回の特集ではこれから50年の作業療法

の展開に向けて，まさに原点ともいうべ

き精神障害領域の作業療法について現況

を知り，そして将来について考えるため

に示唆に富んだ論文が掲載されている．

OT の国家資格成立以来の歴史を共有

してきた本誌では，今年 1年を通して 50

巻記念企画が予定されるが，今回は協会

長との対談で石川 誠先生から OT への

期待が語られている．

本誌が今年も，読者に有用性が実感さ

れ，OT の役割の理解と未来に向けたリ

ハ専門職の発展に寄与することを願うも

のである． （江藤文夫）
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